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新年度が始まって、もう２か月が過ぎました。最近では、授業の課題やレポート等で図書館を

利用する学生さんをよく見かけます。もうすぐ梅雨で雨の日が増えるこの季節、夏になれば夕立

などの急な雨もありますね。そこで！特に注意してほしいことがあります。図書館で借りた本を

雨で濡らさないようにしてください。本が濡れてしまうと紙が膨張して本が変形するだけでなく、

シミやカビの原因となります。皆で利用する大切な本です。ビニール袋に入れて包む（ジップ 

ロックがおすすめ）などして、本を濡らさないように気をつけて下さい。 

 

幼児教育学科と地域保育学科の学生さんは、いよいよ実習が始まりますね。それに伴って、実

習に行く学生さんを対象に図書館では長期貸出を行っています。実習が始まる２週間前から長期

で借りることができますので、早めに必要な資料を借りることをお勧めします。 

 夏休みになると図書館の開館日や開館時間が変則的になります。別途で図書館カレンダーを作

成しますので、よく確認してください。（長期貸出の日程・図書館カレンダーは図書館のＨＰで

も確認可能です。） 

 

 

 

 

今月の特集・・・『ＳＤＧｓの本』 
6月5日は『環境の日』です。最近話題になっているＳＤＧｓについての本をご紹介します。 

 

● 「ＳＤＧｓとは何か？」安藤顯 著／三和書籍【519-ｱ】 

 ･･･17のSDGs目標について詳しく解説しています。具体的な内容を知りたい方におすすめです。 

● 「ＳＤＧｓな生活のヒント」タラ・シャイン 著／創元社【519-ｼ】 

 ･･･生活の中で実践できるSDGsを場所やシーンごとに紹介しています。 

● 「日本のＳＤＧｓ」高橋真樹 著／大月書店【331-ﾀ】 

 ･･･日本国内で行われているSDGsと課題について解説しています。 

● 「未来を変える目標」Think the Earth 編著／Think the Earth【331-T】 

 ･･･SDGsの目標について、実際に行われている事例を紹介しています。 

● 「世界でいちばん素敵なＳＤＧｓの教室」小林亮 監修／三才ブックス【519-ｺ】 

 ･･･SDGsに関するの簡単な一問一答を美麗な写真付きでを知ることができます。 

● 「図解ＳＤＧｓ入門」村上芽 著／日経ＢＰ【331-ﾑ】 

 ･･･SDGsのアクションを起こすために必要なデータを図や表として解説しています。 

 

他にもたくさんあります。気になる方は是非、ご来館ください。 

今月の特集本は、カウンターにある「今月のおすすめ」コーナーに置いてあります。 

 

 



～図書館職員が選ぶ～ 

今月のピカッと光る一冊 

 

 

 

 

 

 

                                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※貸出回数が同数のものが複数冊あったため、その中から司書がピックアップしました。 

●●編集後記●● 

ついに梅雨入りし、湿った季節になりました。にわか雨も増えてきています。 

この時期は雨に降られたり、水分補給をしたりと、本を濡らしやすい時期でもあります。借りた本の 

管理には十分注意しましょう。館内への飲食物の持ち込みは原則禁止していますので、入り口前のロッ 

カーをご利用ください。密閉できるものは持ち込み可ですが、鞄等にしまってから 

入館をお願いします。 

また、特集とは別に企画展示を行っています。気になった方は是非図書館に 

いらしてください。 

次号の『図書館だより』は2022年9月に発行予定です。担当 加羽澤 バックナンバーはこちら→       

貸出ランキング ～4月・5月～ 

貸出回数 書     名 著者名 出版社 

3回 バムとケロのそらのたび 島田 ゆか 作・絵 文溪堂 

2回 バムとケロのにちようび 島田 ゆか 作・絵 文溪堂 

1回 遠野物語ｒｅｍｉｘ 京極 夏彦 著 角川学芸出版 

1回 １００万回死んだねこ 福井県立図書館 編著 講談社 

1回 スマホゲーム依存症 樋口 進 著 内外出版社 

1回 
やさいのがっこう 

とうもろこしちゃんのながいかみ 
なかや みわ さく 白泉社 

 

 

 

『クローズドノート』雫井脩介 著／角川書店／913.6-シ 

 

私はこの本を読んで万年筆が欲しくなりました。そして万年筆のメーカーに少しだけ詳しくなります。 

雫井さんの小説を読んだことがない方の入門としてもおススメの一冊です。「犯人に告ぐ」や「火の粉」な 

どサスペンスやミステリーの作品が多い中、こちらは純愛ラブストーリーです。 

一人暮らしの女子大生がクローゼットから見つけたのは一冊のノートでした。それは以前住んでいた住人 

が残していった日記帳。そこには小学校の教員として日々奮闘する彼女の姿が描かれていた。日記の持ち主 

に感情移入し、過去と現在が交錯しながら物語が進んでいきます。そして単調で平凡だった主人公の日常に 

も大きな変化が訪れます・・。中盤あたりで察しのいい方は展開と終わりが読めてしまうかもれませんが、 

鈍感になってぜひ最後まで読んで頂きたいです。読後ほわっと優しい気持ちになれる、そんな物語です。 

 

 

推薦者 岡本 


